
JP 6670038 B2 2020.3.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のピクセルを含み、各前記ピクセルは、
　第１色相を出す第１発光領域を有する第１サブピクセルと、
　第２色相を出す第２発光領域を有し、第１方向に沿って前記第１サブピクセルと隣接し
て配置された第２サブピクセルと、
　第３色相を出す第３発光領域を有し、前記第１方向と異なる第２方向に沿って前記第１
サブピクセルと隣接して配置された第３サブピクセルと、
　第４色相を出す第４発光領域を有し、前記第２方向に沿って前記第２サブピクセルと隣
接して配置され、且つ前記第１方向に沿って前記第３サブピクセルと隣接して配置された
第４サブピクセルと、を含み、
　前記第１サブピクセルないし前記第４サブピクセルのうち少なくとも一つのサブピクセ
ルは、発光されずに外光が透過される透過領域を有し、
　前記透過領域は、前記ピクセルの内側に配置され、
　前記透過領域は、当該透過領域の前記第１方向及び前記第２方向において前記第１発光
領域ないし前記第４発光領域の少なくとも一つに隣接するように、前記第１発光領域ない
し前記第４発光領域の少なくとも一つによって周囲を取り囲まれ、
　前記透過領域は、前記複数のピクセルの少なくとも１つの第１発光領域ないし第４発光
領域によって隣接するピクセルの透過領域から分離されること特徴とする有機発光表示装
置。
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【請求項２】
　前記透過領域は、
　前記第１サブピクセルに位置した第１透過領域と、
　前記第２サブピクセルに位置した第２透過領域と、
　前記第３サブピクセルに位置した第３透過領域と、を含むことを特徴とする請求項１に
記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし前記第３発光領域よりも発光効率が低く
備えられ、前記透過領域は、前記第４サブピクセルまで延ばさないように備えられたこと
を特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１透過領域ないし前記第３透過領域のうち少なくとも二つの前記透過領域がお互
いに連結されてないことを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記透過領域のうち少なくとも一部は、前記第４サブピクセルに隣接して位置したこと
を特徴とする請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記透過領域は、前記第４サブピクセルに位置した第４透過領域をさらに含むことを特
徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１透過領域ないし前記第４透過領域が互いに連結されて一つの形態で隣接して配
置されたことを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし前記第３発光領域よりも発光効率が低く
備えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし前記第３透過領域よりも面積が
小さく備えられたことを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１透過領域ないし前記第４透過領域は、前記第１サブピクセルないし前記第４サ
ブピクセルごとに、複数個ずつ備えられたことを特徴とする請求項７に記載の有機発光表
示装置。
【請求項１０】
　前記第１透過領域と前記第２透過領域は互いに連結されて一つの形態で隣接して配置さ
れ、
　前記第３透過領域と前記第４透過領域は互いに連結されて一つの形態で隣接して配置さ
れたことを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１透過領域及び前記第２透過領域は、前記第３発光領域及び前記第４発光領域と
隣接せず、前記第３透過領域及び前記第４透過領域は、前記第１発光領域及び前記第２発
光領域と隣接しないように備えられたことを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示
装置。
【請求項１２】
　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし前記第３発光領域よりも発光効率が低く
備えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし前記第３透過領域よりも面積が
小さく備えられたことを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第１透過領域及び前記第２透過領域は、前記第３発光領域及び前記第４発光領域と
隣接して備えられたことを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第１透過領域ないし前記第４透過領域の中で二つの透過領域は、互いに連結されな
いように備えられたことを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
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【請求項１５】
　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし前記第３発光領域よりも発光効率が低く
備えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし前記第３透過領域よりも面積が
小さく備えられたことを特徴とする請求項１４に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第１色相は赤色であり、前記第２色相と前記第３色相は緑色であり、前記第４色相
は青色であることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第２サブピクセルは、水平方向に傾いた第１方向に前記第１サブピクセルに隣接し
、前記第３サブピクセルは、垂直方向に傾いた第２方向に前記第１サブピクセルに隣接し
、前記第４サブピクセルは、前記第１方向に前記第３サブピクセルに隣接し、前記第２方
向に前記第２サブピクセルに隣接して整列されたことを特徴とする請求項１に記載の有機
発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第２サブピクセルは、水平方向に前記第１サブピクセルに隣接し、前記第３サブピ
クセルは、垂直方向に前記第１サブピクセルに隣接し、前記第４サブピクセルは、前記水
平方向に前記第３サブピクセルに隣接し、前記垂直方向に前記第２サブピクセルに隣接し
て整列されたことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１９】
　基板上に形成され、前記第１サブピクセルないし前記第４サブピクセルにそれぞれ位置
した第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極と、
　前記第１サブピクセル電極ないし前記第４サブピクセル電極と対向して位置した対向電
極と、
　前記第１サブピクセル電極ないし前記第４サブピクセル電極と、前記対向電極との間に
それぞれ介在された第１発光層ないし第４発光層と、をさらに含むことを特徴とする請求
項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第１サブピクセル電極ないし前記第４サブピクセル電極は、同一な形状に形成され
、
　前記第１サブピクセル電極ないし前記第４サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、
前記透過領域と重畳され、
　前記対向電極は、前記透過領域に対応する領域が開口された第１透過窓を含むことを特
徴とする請求項１９に記載の有機発光表示装置。
【請求項２１】
　前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、前記
透過領域に対応する領域には形成されないように備えられたことを特徴とする請求項１９
に記載の有機発光表示装置。
【請求項２２】
　前記対向電極は、前記透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された第
１透過窓を含むことを特徴とする請求項２１に記載の有機発光表示装置。
【請求項２３】
　前記基板上に形成された少なくとも一つの絶縁膜をさらに含み、前記絶縁膜は、前記透
過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された第２透過窓を含むことを特徴
とする請求項２１に記載の有機発光表示装置。
【請求項２４】
　前記基板は、フレキシブルに備えられたことを特徴とする請求項１９に記載の有機発光
表示装置。
【請求項２５】
　基板と、
　前記基板上に形成された有機発光部と、



(4) JP 6670038 B2 2020.3.18

10

20

30

40

50

　前記基板上に形成され、前記有機発光部を密封する密封部と、を含み、
　前記有機発光部は、
　それぞれ異なる色相を発光する発光領域を含む少なくとも二つのサブピクセルを含む複
数の第１ピクセルと、
　それぞれ異なる色相を発光する発光領域を含む少なくとも二つのサブピクセルを含み、
前記第１ピクセルと一方向に沿って交互に配置され、前記第１ピクセルの少なくとも一つ
のサブピクセルと共に発光してフルホワイトを具現するように備えられた複数の第２ピク
セルと、
　前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルの前記サブピクセルのうち少なくとも一つの前
記サブピクセルに位置し、発光されず、かつ前記基板、前記有機発光部及び前記密封部を
貫通する方向に外光が透過されるように備えられ、それぞれ互いに分離された複数の透過
領域と、を含み、
　前記複数の透過領域の各々は、当該透過領域の前記一方向及び前記一方向とは異なる他
の方向において前記複数の第１ピクセル及び前記複数の第２ピクセルに含まれる少なくと
も一つの発光領域に隣接するように、前記少なくとも一つの発光領域によって周囲を取り
囲まれることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２６】
　前記第１ピクセルは、赤色及び緑色のサブピクセルを含み、前記第２ピクセルは、緑色
及び青色のサブピクセルを含み、前記第１ピクセルの前記緑色のサブピクセルと、前記第
２ピクセルの前記緑色のサブピクセルは、互いに隣接しないように整列されたことを特徴
とする請求項２５に記載の有機発光表示装置。
【請求項２７】
　前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルは、水平方向に傾いた第１方向に沿って延び、
前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルは、垂直方向に傾いた第２方向に沿って交互に配
置され、
　前記第１方向は、前記他の方向に対応し、
　前記第２方向は、前記一方向に対応することを特徴とする請求項２５に記載の有機発光
表示装置。
【請求項２８】
　前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルは、水平方向に沿って延び、前記第１ピクセル
及び前記第２ピクセルは、垂直方向に沿って交互に配置され、
　前記他の方向は、前記水平方向に対応し、
　前記一方向は、前記垂直方向に対応することを特徴とする請求項２５に記載の有機発光
表示装置。
【請求項２９】
　前記有機発光部は、
　前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルの各前記サブピクセルに位置し、互いに独立し
て備えられた複数のサブピクセル電極と、
　前記複数のサブピクセル電極と対向して位置した対向電極と、を含み、
　前記サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、前記透過領域と重畳されないように備
えられたことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置。
【請求項３０】
　前記有機発光部は、
　前記第１ピクセル及び前記第２ピクセルの各前記サブピクセルに位置し、互いに独立し
て備えられた複数のサブピクセル電極と、
　前記複数のサブピクセル電極と対向して位置した対向電極と、を含み、
　前記対向電極は、前記複数の透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口さ
れた複数の第１透過窓を含むことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置。
【請求項３１】
　前記有機発光部は、前記基板上に形成された少なくとも一つの絶縁膜をさらに含み、前
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記絶縁膜は、前記複数の透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された複
数の第２透過窓を含むことを特徴とする請求項２５に記載の有機発光表示装置。
【請求項３２】
　前記基板及び前記密封部は、フレキシブルに備えられたことを特徴とする請求項２５に
記載の有機発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、視野角、コントラスト、応答速度、消費電力などの側面において
特性が優秀であるので、ＭＰ３プレーヤや携帯電話のような個人用携帯機器からテレビ（
ＴＶ）に至るまで応用範囲が拡大しつつある。
【０００３】
　　かかる有機発光表示装置は、自発光特性を有し、液晶表示装置と異なり、別途の光源
を必要としないので、厚さと重さを減らすことができる。
【０００４】
　　また、有機発光表示装置は、装置の内部の薄膜トランジスタや有機発光素子を透明な
形態にすることによって、透明表示装置として形成できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１２１１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、高解像度の透明な有機発光表示装置を提供することにある。
【０００７】
　　本発明の他の目的は、透過部での透過率を向上させて透明にすると共に、ライン単位
の断絶された感じを表示させない有機発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一側面によれば、複数のピクセルを含み、前記各ピクセルは、第１色相を出す第１発光
領域を有する第１サブピクセルと、第２色相を出す第２発光領域を有し、前記第１サブピ
クセルと隣接して配置された第２サブピクセルと、第３色相を出す第３発光領域を有し、
前記第１サブピクセルと隣接して配置された第３サブピクセルと、第４色相を出す第４発
光領域を有し、前記第２サブピクセル及び第３サブピクセルと隣接して配置された第４サ
ブピクセルと、を含み、前記第１サブピクセルないし第４サブピクセルのうち少なくとも
一つのサブピクセルは、発光されずに外光が透過される透過領域を有し、前記透過領域は
、前記ピクセルの内側に配置されるように備えられた有機発光表示装置が提供される。
【０００９】
　　前記透過領域は、前記第１サブピクセルに位置した第１透過領域と、前記第２サブピ
クセルに位置した第２透過領域と、前記第３サブピクセルに位置した第３透過領域と、を
含む。
【００１０】
　　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし第３発光領域よりも発光効率が低く備
えられ、前記透過領域は、前記第４サブピクセルまで延ばさないように備えられる。
【００１１】
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　　前記第１透過領域ないし第３透過領域のうち少なくとも二つの前記透過領域がお互い
に連結されてない。
【００１２】
　　前記透過領域のうち少なくとも一部は、前記第４サブピクセルに隣接して位置する。
【００１３】
　　前記透過領域は、前記第４サブピクセルに位置した第４透過領域をさらに含む。
【００１４】
　　前記第１透過領域ないし前記第４透過領域が一つの形態で隣接して配置される。
【００１５】
　　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし第３発光領域よりも発光効率が低く備
えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし第３透過領域よりも面積が小さく
備えられる。
【００１６】
　　前記第１透過領域ないし前記第４透過領域は、第１サブピクセルないし第４サブピク
セルごとに複数個ずつ備えられる。
【００１７】
　　前記第１透過領域と第２透過領域は、一つの形態で隣接して配置され、前記第３透過
領域と第４透過領域は、一つの形態で隣接して配置される。
【００１８】
　　前記第１透過領域及び第２透過領域は、前記第３発光領域及び第４発光領域と隣接せ
ず、前記第３透過領域及び第４透過領域は、前記第１発光領域及び第２発光領域と隣接し
ないように備えられる。
【００１９】
　　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし第３発光領域よりも発光効率が低く備
えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし第３透過領域よりも面積が小さく
備えられる。
【００２０】
　　前記第１透過領域及び第２透過領域は、前記第３発光領域及び第４発光領域と隣接し
て備えられる。
【００２１】
　　前記第１透過領域ないし第４透過領域の中で二つの透過領域は、互いに連結されない
ように備えられる。
【００２２】
　　前記第４発光領域は、前記第１発光領域ないし第３発光領域よりも発光効率が低く備
えられ、前記第４透過領域は、前記第１透過領域ないし第３透過領域よりも面積が小さく
備えられる。
【００２３】
　　前記第１色相は赤色であり、前記第２色相と前記第３色相は緑色であり、前記第４色
相は青色である。
【００２４】
　　前記第２サブピクセルは、水平方向に傾いた第１方向に前記第１サブピクセルに隣接
し、前記第３サブピクセルは、垂直方向に傾いた第２方向に前記第１サブピクセルに隣接
し、前記第４サブピクセルは、前記第１方向に前記第３サブピクセルに隣接し、前記第２
方向に前記第２サブピクセルに隣接して整列される。
【００２５】
　　前記第２サブピクセルは、水平方向に前記第１サブピクセルに隣接し、前記第３サブ
ピクセルは、垂直方向に前記第１サブピクセルに隣接し、前記第４サブピクセルは、前記
水平方向に前記第３サブピクセルに隣接し、前記垂直方向に前記第２サブピクセルに隣接
して整列される。
【００２６】
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　　基板上に形成され、前記第１サブピクセルないし第４サブピクセルにそれぞれ位置し
た第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極と、前記第１サブピクセル電極ない
し第４サブピクセル電極と対向して位置した対向電極と、前記第１サブピクセル電極ない
し第４サブピクセル電極と、前記対向電極との間にそれぞれ介在された第１発光層ないし
第４発光層と、をさらに含む。
【００２７】
　　前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極は、同一な形状に形成され、
前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、前記透
過領域と重畳され、前記対向電極は、前記透過領域に対応する領域が開口された第１透過
窓を含む。
【００２８】
　　前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、前
記透過領域に対応する領域には形成されないように備えられる。
【００２９】
　　前記対向電極は、前記透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された
第１透過窓を含む。
【００３０】
　　前記基板上に形成された少なくとも一つの絶縁膜をさらに含み、前記絶縁膜は、前記
透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された第２透過窓を含む。
【００３１】
　　前記基板は、フレキシブルに備えられる。
【００３２】
　　他の側面によれば、基板と、基板上に形成された有機発光部と、前記基板上に形成さ
れ、前記有機発光部を密封する密封部と、を含み、前記有機発光部は、それぞれ異なる色
相を発光する少なくとも二つのサブピクセルを含む複数の第１ピクセルと、それぞれ異な
る色相を発光する少なくとも二つのサブピクセルを含み、前記第１ピクセルと一方向に沿
って交互に配置され、前記第１ピクセルの少なくとも一つのサブピクセルと共に発光して
フルホワイトを具現するように備えられた複数の第２ピクセルと、前記第１ピクセル及び
第２ピクセルのサブピクセルのうち少なくとも一つのサブピクセルに位置し、発光されず
、かつ前記基板、有機発光部及び密封部を貫通する方向に外光が透過されるように備えら
れ、それぞれ互いに分離された複数の透過領域と、を含む有機発光表示装置が提供される
。
【００３３】
　　前記第１ピクセルは、赤色及び緑色のサブピクセルを含み、前記第２ピクセルは、緑
色及び青色のサブピクセルを含み、前記第１ピクセルの緑色サブピクセルと、前記第２ピ
クセルの緑色サブピクセルは、互いに隣接しないように整列される。
【００３４】
　　前記第１ピクセル及び第２ピクセルは、水平方向に傾いた第１方向に沿って延び、前
記第１ピクセル及び第２ピクセルは、垂直方向に傾いた第２方向に沿って交互に配置され
る。
【００３５】
　　前記第１ピクセル及び第２ピクセルは、水平方向に沿って延び、前記第１ピクセル及
び第２ピクセルは、垂直方向に沿って交互に配置される。
【００３６】
　　前記有機発光部は、前記第１ピクセル及び第２ピクセルの各サブピクセルに位置し、
互いに独立して備えられた複数のサブピクセル電極と、前記複数のサブピクセル電極と対
向して位置した対向電極と、を含み、前記サブピクセル電極のうち少なくとも一つは、前
記透過領域と重畳されないように備えられる。
【００３７】
　　前記有機発光部は、前記第１ピクセル及び第２ピクセルの各サブピクセルに位置し、
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互いに独立して備えられた複数のサブピクセル電極と、前記複数のサブピクセル電極と対
向して位置した対向電極と、を含み、前記対向電極は、前記複数の透過領域の中で、少な
くとも一部に対応する領域が開口された複数の第１透過窓を含む。
【００３８】
　　前記有機発光部は、前記基板上に形成された少なくとも一つの絶縁膜をさらに含み、
前記絶縁膜は、前記複数の透過領域の中で、少なくとも一部に対応する領域が開口された
複数の第２透過窓を含む。
【００３９】
　　前記基板及び密封部は、フレキシブルに備えられる。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、透過部での透過率が高くなり、透明またはシースルー(see-through)
ディスプレイを具現できると共に、透過領域が連結されていないので、発光領域が全体的
に連結される感覚を与えて、ライン単位の断絶された感じをなくし、色相が断絶されて表
示される感覚を減らすことができる。
【００４１】
　　また、サブピクセルの発光効率によって透過領域の面積を異ならせることによって、
発光効率が向上した透明またはシースルーディスプレイを具現できる。
【００４２】
　　さらに、高い解像度を具現できる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置を示す断面図である。
【図４】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについての一実施形態を示す
平面図である。
【図５】図４による実施形態の一部をより具体的に示す一実施形態の平面図である。
【図６】図５のＩ－Ｉの断面図である。
【図７】図４による実施形態の一部をより具体的に示す他の実施形態の平面図である。
【図８】図７のＩＩ－ＩＩの断面図である。
【図９】図４による実施形態の一部をより具体的に示すさらに他の実施形態の平面図であ
る。
【図１０】図９のＩＩＩ－ＩＩＩの一実施形態を示す断面図である。
【図１１】図９のＩＩＩ－ＩＩＩの他の実施形態を示す断面図である。
【図１２】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについての他の実施形態を
示す平面図である。
【図１３】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１４】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１５】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１６】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１７】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１８】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図１９】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
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形態を示す平面図である。
【図２０】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図２１】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図２２】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【図２３】図２及び図３に示した有機発光部の一部のピクセルについてのさらに他の実施
形態を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　本発明は、多様な変換を加えることができ、色々な実施形態を有するところ、特定の実
施形態について、図面に例示し、詳細な説明で詳細に説明する。本発明の効果及び特徴、
並びにそれらを達成する方法は、図面と共に詳細に説明する実施形態を参照すれば明確に
なるであろう。しかし、本発明は、以下で開示される実施形態に限定されるものではなく
、多様な形態で具現されもする。
【００４５】
　　以下、添付された図面を参照して、本発明の実施形態について詳細に説明するが、図
面を参照して説明する時、同一または対応する構成要素は、同一の図面符号を付し、それ
についての重複説明は省略する。
【００４６】
　　以下の実施形態において、第１、第２のような用語は、限定的な意味ではなく、一つ
の構成要素を他の構成要素と区別する目的に使われた。
【００４７】
　　以下の実施形態において、単数の表現は、文脈上明白に取り立てて意味しない限り、
複数の表現を含む。
【００４８】
　　以下の実施形態において、「含む」または「有する」などの用語は、明細書上に記載
された特徴または構成要素が存在するということを意味するものであり、一つ以上の他の
特徴または構成要素が付加される可能性を予め排除するものではない。
【００４９】
　　以下の実施形態において、膜、領域、構成要素などの部分が他の部分上にあるという
時、それは、他の部分の真上にある場合だけでなく、その間に他の膜、領域、構成要素な
どが介在されている場合も含む。
【００５０】
　　ある実施形態が異なって具現可能な場合に、特定の工程順序は、述べられる順序と異
なって遂行されることもある。例えば、連続して述べられる二つの工程が実質的に同時に
遂行されてもよく、述べられる順序と逆の順序で遂行されてもよい。
【００５１】
　　図面では、説明の便宜上、構成要素の大きさが誇張されたり縮小される。例えば、図
面に示された各構成要素の大きさ及び厚さは、説明の便宜上、任意に表しているので、以
下の実施形態は、必ずしも図示されたところに限定されるものではない。
【００５２】
　　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置１００を示す平面図である。前
記有機発光表示装置１００は、画面１０１を介して画像が具現されるが、前記画面１０１
を介して画像が具現される間、及び／または前記画面１０１がオフ状態である間、前記有
機発光表示装置１００の厚さ方向に外光が透過され、装置の前方に位置したユーザが装置
の向こう側の事物及び／または背景を観察できるように備えられる。
【００５３】
　　前記有機発光表示装置１００の画面１０１は、図１に示すように、水平方向Ｈ及び垂
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直方向Ｖに平行な辺を備えた長方形に備えられるが、必ずしもそれに限定されるものでは
なく、円形または多角形に備えられてもよい。また、前記有機発光表示装置１００は、フ
レキシブルに備えられる。
【００５４】
　　前記有機発光表示装置１００は、例えば、図２に示したように構成される。
【００５５】
　　図２を参照すれば、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、基板１の一面に
形成された有機発光部２と、当該有機発光部２を密封する密封部３とを含む。前記基板１
は、ガラス、金属またはプラスチックで形成されるが、フレキシブルに備えられてもよい
。
【００５６】
　　図２に示した実施形態において、前記密封部３は、密封基板３１であってもよい。前
記密封基板３１は、透明なガラスまたはプラスチック基板で形成され、有機発光部２から
の画像を具現し、有機発光部２への外気及び水分の浸透を遮断する。前記密封基板３１も
フレキシブルに備えられ、有機発光表示装置１００の全体をフレキシブルにすることがで
きる。
【００５７】
　　前記基板１と前記密封基板３１は、そのエッジが密封材３２により結合され、前記基
板１と密封基板３１の空間３３が密封される。前記空間３３には、吸湿剤や充填材などが
位置する。
【００５８】
　　前記密封基板３１の代わりに、図３に示すように、薄膜封止層３４を有機発光部２上
に形成することによって、有機発光部２を外気から保護できる。前記薄膜封止層３４を採
用する場合、有機発光表示装置１００をさらにフレキシブルにすることができる。
【００５９】
　　前記薄膜封止層３４は、複数の無機層で形成されてもよく、無機層と有機層とが混合
されて形成されてもよい。
【００６０】
　　前記薄膜封止層３４の前記有機層は、高分子で形成され、望ましくは、ポリエチレン
テレフタレート、ポリイミド、ポリカーボネート、エポキシ、ポリエチレン及びポリアク
リレートのうちいずれか一つで形成される単一膜または積層膜である。さらに望ましくは
、前記有機層は、ポリアクリレートで形成され、具体的には、ジアクリレート系モノマー
と、トリアクリレート系モノマーとを含むモノマー組成物が高分子化されたものを含む。
前記モノマー組成物に、モノアクリレート系モノマーがさらに含まれてもよい。また、前
記モノマー組成物に、ＴＰＯのような公知の光開始剤がさらに含まれてもよいが、それに
限定されるものではない。
【００６１】
　　前記薄膜封止層３４の前記無機層は、金属酸化物または金属窒化物を含む単一膜また
は積層膜である。具体的には、前記無機層は、ＳｉＮｘ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２及びＴｉ
Ｏ２のうちいずれか一つを含む。
【００６２】
　　前記薄膜封止層３４のうち、外部に露出した最上層は、有機発光素子への透湿を防止
するために無機層で形成される。
【００６３】
　　前記薄膜封止層３４は、少なくとも二層の無機層の間に少なくとも一層の有機層が挿
入されたサンドイッチ構造を少なくとも一つ含む。他の例として、前記薄膜封止層３４は
、少なくとも二層の有機層の間に少なくとも一層の無機層が挿入されたサンドイッチ構造
を少なくとも一つ含む。さらに他の例として、前記薄膜封止層３４は、少なくとも二層の
無機層の間に少なくとも一層の有機層が挿入されたサンドイッチ構造と、少なくとも二層
の有機層の間に少なくとも一層の無機層が挿入されたサンドイッチ構造とを含む。
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【００６４】
　　前記薄膜封止層３４は、有機発光部２の上部から順次に第１無機層、第１有機層及び
第２無機層を含む。
【００６５】
　　他の例として、前記薄膜封止層３４は、有機発光部２の上部から順次に第１無機層、
第１有機層、第２無機層、第２有機層及び第３無機層を含む。
【００６６】
　　さらに他の例として、前記薄膜封止層３４は、前記有機発光部２の上部から順次に第
１無機層、第１有機層、第２無機層、第２有機層、第３無機層、第３有機層及び第４無機
層を含む。
【００６７】
　　前記有機発光部２と前記第１無機層との間に、ＬｉＦを含むハロゲン化金属層がさら
に含まれてもよい。前記ハロゲン化金属層は、前記第１無機層をスパッタリング方式また
はプラズマ蒸着方式により形成する時、前記有機発光部２が損傷されることを防止できる
。
【００６８】
　　前記第１有機層は、前記第２無機層よりも面積が小さく、前記第２有機層も、前記第
３無機層よりも面積が小さい。
【００６９】
　　他の例として、前記第１有機層は、前記第２無機層により完全に覆われるように形成
し、前記第２有機層も、前記第３無機層により完全に覆われるように形成する。
【００７０】
　　図２及び図３に示した実施形態は、基板１の方向にイメージが具現される背面発光型
、密封基板３１または密封フィルム３４の方向にイメージが具現される前面発光型、基板
１と密封基板３１、または基板１と密封フィルム３４の両方向にイメージが具現される両
面発光型となる。
【００７１】
　　前記有機発光部は、発光領域と透過領域とが区画され、透明及び／またはシースルー
表示装置を具現できる。
【００７２】
　　しかし、前記透過領域がライン上に連結される場合、発光領域が断絶されたように認
識され、発光効率及び／または解像度が低下するが、後述する本発明の実施形態は、かか
る問題を解決できる。
【００７３】
　　図４は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについての一実施形態
を示す平面図である。
【００７４】
　　図４に示した実施形態によれば、第１サブピクセル２１と、前記第１サブピクセル２
１に第１方向Ｄ１に沿って隣接した第２サブピクセル２２と、前記第１サブピクセル２１
に第２方向Ｄ２に沿って隣接した第３サブピクセル２３と、前記第２サブピクセル２２及
び第３サブピクセル２３にそれぞれ隣接した第４サブピクセル２４とを含む。前記第１方
向Ｄ１と第２方向Ｄ２は互いに垂直であり、前記第１方向Ｄ１は、垂直方向Ｖから水平方
向Ｈに傾いた方向となり、前記第２方向Ｄ２は、水平方向Ｈから上方に傾いた方向となる
。前記第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４は、四角形に備えられ、第１サ
ブピクセル２１と第４サブピクセル２４とが対角線方向に、第２サブピクセル２２と第３
サブピクセル２３とが対角線方向に整列される。
【００７５】
　　前記第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４が一つのピクセルＰを構成し
、前記ピクセルＰは、フルホワイトを具現できる。前記有機発光部２は、前記ピクセルＰ
を複数個含む。それは、後述する本発明の実施形態に同様に適用される。
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【００７６】
　　選択的には、互いに隣接した第１サブピクセル２１と第２サブピクセル２２は、第１
ピクセルＰ１を構成し、互いに隣接した第３サブピクセル２３と第４サブピクセル２４は
、第２ピクセルＰ２を構成する。かかる第１ピクセルＰ１は、複数個備えられ、第１方向
Ｄ１に沿って反復されて配置され、第２ピクセルＰ２も、複数個備えられ、第１方向Ｄ１
に沿って反復されて配置される。第２方向Ｄ２に沿っては、第１ピクセルＰ１と第２ピク
セルＰ２とが交互に配置される。それは、後述する本発明の実施形態に同様に適用される
。
【００７７】
　　前記第１ピクセルＰ１と第２ピクセルＰ２の配置は、必ずしもそれに限定されるもの
ではなく、第１ピクセルＰ１及び第２ピクセルＰ２の組み合わせによりフルホワイトを具
現できるものであれば、いかなる配置であってもよい。
【００７８】
　　前記第１サブピクセル２１は、第１色相を出す第１発光領域２１１を含み、前記第２
サブピクセル２２は、第２色相を出す第２発光領域２２１を含み、前記第３サブピクセル
２３は、第３色相を出す第３発光領域２３１を含み、前記第４サブピクセル２４は、第４
色相を出す第４発光領域２４１を含む。前記第１色相は赤色光、前記第２色相及び第３色
相は緑色光、前記第４色相は青色光である。
【００７９】
　　前記のような第１ピクセルＰ１と第２ピクセルＰ２の配置によって、画面の解像度を
さらに向上させることができる。
【００８０】
　　前記第２色相及び第３色相のうち一つは、緑色光ではない白色光であってもよい。か
かるピクセルの配置によって、より自然なフルホワイトの具現が可能になる。
【００８１】
　　実施形態によれば、前記第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４のうち少
なくとも一つのサブピクセルは、発光されずに外光が透過される透過領域を有し、前記透
過領域は、前記第１発光領域２１１ないし第４発光領域２４１のうち少なくとも一つによ
り取り囲まれるように備えられるが、例えば、前記透過領域は、ピクセルＰの内側に配置
されるように備えられる。
【００８２】
　　図４を参照すれば、前記透過領域は、前記第１サブピクセル２１に位置した第１透過
領域２１２と、前記第２サブピクセル２２に位置した第２透過領域２２２と、前記第３サ
ブピクセル２３に位置した第３透過領域２３２とを含み、前記第４サブピクセル２４は透
過領域を含まないように備えられる。前記第４サブピクセル２４の第４発光領域２４１は
、第１発光領域２１１ないし第４発光領域２４１のうち発光効率が最も低い。実施形態に
よれば、発光効率の低いサブピクセルには透過領域を形成しないことによって、透明ディ
スプレイの具現による解像度の低下及び／または発光効率の低下を防止できる。
【００８３】
　　実施形態によれば、第１透過領域２１２は、第２透過領域２２２及び第３透過領域２
３２よりも小さい面積で形成される。それは、第２発光領域２２１と第３発光領域２３１
とが同一色相、例えば、緑色光を発光する場合、第１ピクセルＰ１及び第２ピクセルＰ２
の組み合わせが、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３２により十分な透過率を確保
できるので、第１透過領域２１２を相対的に小さく形成し、第１サブピクセル２１の発光
効率をある程度確保するものである。
【００８４】
　　前記実施形態によれば、前記第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２は、その
間に発光領域がないように配置される。例えば、前記第１透過領域２１２ないし第３透過
領域２３２は、互いに連結されて一つの形態で隣接して配置される。それによって、透過
領域の面積が十分に確保され、外光への透過率を高くすることができる。互いに連結され
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た第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２は、第４サブピクセル２４に隣接して配
置される。前記第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２は、第１発光領域２１１な
いし第４発光領域２４１により取り囲まれ、隣接した第１ピクセルの第１サブピクセルに
より取り囲まれる。透過領域が発光領域により取り囲まれるので、透過領域が画面の全体
にわたって連結されている構造を取らず、それによって画像が断絶されて現われる現象を
防止できる。
【００８５】
　　図５は、図４による実施形態の一部をより具体的に示す一実施形態の平面図であり、
図６は、図５のＩ－Ｉの断面図である。
【００８６】
　　図５及び図６を参照すれば、第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４は、
それぞれ第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２４４を含む。第１サ
ブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２４４は、同一な形態及び大きさ、例
えば、同一な大きさの四角形に形成されるが、必ずしもそれに限定されるものではなく、
大きさが異なってもよい。
【００８７】
　　第１サブピクセル電極２１４ないし第３サブピクセル電極２３４は、それぞれ第１透
過領域２１２ないし第３透過領域２３２まで延びて備えられる。
【００８８】
　　第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４は、図示していないが、それぞれ
ピクセル回路部を含むが、各ピクセル回路部は、薄膜トランジスタ及びキャパシタを含む
。各ピクセル回路部は、第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２４４
とそれぞれ電気的に連結される。
【００８９】
　　図６には、第３サブピクセル回路２３３の一つの薄膜トランジスタと、第４サブピク
セル回路２４３の一つの薄膜トランジスタのみを示した。
【００９０】
　　前記基板１の一面上にバッファ膜１１１が形成され、当該バッファ膜１１１上に薄膜
トランジスタが形成される。
【００９１】
　　まず、前記バッファ膜１１１上には、半導体活性層２３３１，２４３１が形成される
。
【００９２】
　　前記バッファ膜１１１は、不純元素の浸透を防止し、表面を平坦化する役割を行うも
のであって、かかる役割を行う多様な物質で形成される。一例として、前記バッファ膜１
１１は、酸化シリコン、窒化シリコン、酸窒化シリコン、酸化アルミニウム、窒化アルミ
ニウム、酸化チタンまたは窒化チタンなどの無機物や、ポリイミド、ポリエステル、アク
リルなどの有機物、またはそれらの積層体で形成される。前記バッファ膜１１１は、必須
構成要素ではなく、必要に応じては備えられなくてもよい。
【００９３】
　　前記半導体活性層２３３１，２４３１は、多結晶シリコンで形成されるが、必ずしも
それに限定されるものではなく、酸化物半導体で形成されてもよい。例えば、Ｇ－Ｉ－Ｚ
－Ｏ層［（Ｉｎ２Ｏ３）ａ（Ｇａ２Ｏ３）ｂ（ＺｎＯ）ｃ層］（ａ，ｂ，ｃは、それぞれ
ａ＞＝０，ｂ＞＝０，ｃ＞０の条件を満たす実数）である。
【００９４】
　　前記半導体活性層２３３１，２４３１を覆うように、ゲート絶縁膜１１２がバッファ
膜１１１上に形成され、ゲート絶縁膜１１２上にゲート電極２３３２，２４３２が形成さ
れる。
【００９５】
　　ゲート電極２３３２，２４３２を覆うように、ゲート絶縁膜１１２上に層間絶縁膜１
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１３が形成され、当該層間絶縁膜１１３上にソース電極２３３３，２４３３とドレイン電
極２３３４，２４３４とが形成され、それぞれ半導体活性層２３３１，２４３１とコンタ
クトホールを介してコンタクトされる。
【００９６】
　　前記のような薄膜トランジスタの構造は、必ずしもそれに限定されるものではなく、
多様な形態の薄膜トランジスタの構造が適用可能であることはいうまでもない。
【００９７】
　　図６に示すように、前記薄膜トランジスタを覆うように、前記層間絶縁膜１１３上に
パッシベーション膜１１４が形成され、パッシベーション膜１１４上に、第３サブピクセ
ル電極２３４及び第４サブピクセル電極２４４が形成される。図示していないが、第１サ
ブピクセル電極２１４及び第２サブピクセル電極２２４も、パッシベーション膜１１４上
に形成される。
【００９８】
　　第３サブピクセル電極２３４及び第４サブピクセル電極２４４は、パッシベーション
膜１１４に形成されたビアホールを介して、それぞれ薄膜トランジスタのドレイン電極２
３３４，２４３４とコンタクトされる。
【００９９】
　　パッシベーション膜１１４上には、前記第３サブピクセル電極２３４及び第４サブピ
クセル電極２４４のエッジを覆うように、画素定義膜１１５が形成される。
【０１００】
　　実施形態によれば、前記第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２
４４は、各サブピクセルのサブピクセル回路と重畳されて、各サブピクセル回路を覆うよ
うに整列される。それによって、ユーザが発光領域以外の領域でピクセル回路を観察しな
いようにする。そして、各ピクセル回路は、少なくとも透過領域とは重畳されないことが
望ましい。それは、前記ピクセル回路が透過領域での透過率を低下させるためである。
【０１０１】
　　第３サブピクセル電極２３４上に、第３発光層２３５が形成され、第４サブピクセル
電極２４４上に、第４発光層２４５が形成される。図示していないが、前記第１サブピク
セル電極２１４及び第２サブピクセル電極２２４上にも、それぞれ第１発光層及び第２発
光層が形成されることはいうまでもない。
【０１０２】
　　前記第３発光層２３５及び第４発光層２４５を覆うように、第２電極２１６が形成さ
れる。前記第２電極２１６は、共通電源が印加される電極であって、有機発光部の全ての
サブピクセルを覆うように形成される。
【０１０３】
　　前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極はアノード電極となり、前記
第２電極２１６はカソード電極となる。もちろん、電極の極性は逆になってもよい。
【０１０４】
　　前記第１発光層ないし第４発光層は、有機発光層となるが、実施形態によれば、前記
第１発光層は、赤色光を発光する有機発光物質、前記第２発光層及び第３発光層は、緑色
光を発光する有機発光物質、前記第４発光層は、青色光を発光する有機発光物質を含む。
図６に示していないが、第３サブピクセル電極２３４及び第４サブピクセル電極２４４と
第２電極２１６との間には、正孔注入輸送層(Hole　Injection　Transport　Layer)及び
／または電子注入輸送層(Electron　Injection　Transport　Layer)を含む有機膜が少な
くとも一層以上さらに介在されてもよい。前記正孔注入輸送層及び電子注入輸送層は、共
通層であって、有機発光部の全てのサブピクセルを覆うように形成される。
【０１０５】
　　前記第１発光層ないし第４発光層を含む有機膜は、真空蒸着、プリンティング、レー
ザー熱転写など多様な方法により形成される。
【０１０６】
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　　前記バッファ膜１１１、ゲート絶縁膜１１２、層間絶縁膜１１３、パッシベーション
膜１１４及び／または画素定義膜１１５は、光透過率の高い絶縁膜として形成することが
望ましい。
【０１０７】
　　前記第１サブピクセル電極ないし第４サブピクセル電極は、透明電極、半透明電極ま
たは反射電極として備えられるが、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３を含む。
【０１０８】
　　前記第２電極２１６は、透明電極、半透明電極または反射電極として備えられるが、
Ａｇ，Ｍｇ，Ａｌ，Ｐｔ，Ｐｄ，Ａｕ，Ｎｉ，Ｎｄ，Ｉｒ，Ｃｒ，Ｌｉ，Ｃａ，Ｙｂまた
はそれらの化合物を含む。
【０１０９】
　　図５に示すように、前記第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２
４４が透過領域にも形成された場合には、透明電極として形成されることが望ましい。
【０１１０】
　　前記第２電極２１６には、図５及び図６に示すように、第１透過窓２１７が開口状に
形成されて透過部を形成する。前記第１透過窓２１７は、第１透過領域２１２、第２透過
領域２２２及び第３透過領域２３２にわたって形成される。
【０１１１】
　　前記実施形態によれば、透過率が低く、反射率が高い金属を含む第２電極２１６に第
１透過窓２１７が形成されることによって、第１透過領域２１２、第２透過領域２２２及
び第３透過領域２３２で、有機発光表示装置の厚さ方向への外光の透過率がさらに向上す
る。前記実施形態によれば、第２電極２１６をより厚く形成して反射電極として形成する
ことによって、基板１の方向に画像が具現される背面発光型の透明ディスプレイを具現す
ることもできる。この時にも、第１透過窓２１７により透過領域での外光の透過率が低下
することを防止できる。もちろん、第２電極２１６を薄く形成して半透過反射膜として形
成したり、透明電極として形成して、基板１の逆方向に画像が具現される前面発光型の透
明ディスプレイを具現してもよく、基板１の方向及び基板１の逆方向に画像が具現される
両面発光型の透明ディスプレイを具現してもよい。
【０１１２】
　　図７は、図４による実施形態の一部をより具体的に示す他の実施形態の平面図であり
、図８は、図７のＩＩ－ＩＩの断面図である。
【０１１３】
　　図７及び図８を参照すれば、第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４は、
それぞれ第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極２４４を含む。その時
、第１サブピクセル電極２１４ないし第３サブピクセル電極２３４は、第１透過領域２１
２ないし第３透過領域２３２と重畳されないように、その大きさ及び形態が形成される。
したがって、第１サブピクセル電極２１４は、エッジの一部がカットされた形態を有し、
第２及び第３サブピクセル電極２２４，２３４は、一側辺が長手方向にカットされた長方
形であり、第４サブピクセル電極２４４はカットされていない形態となる。したがって、
透過領域でサブピクセル電極により透過率が低下することを防止できる。もちろん、第２
電極２１６が透過領域にも形成されているが、この場合、第２電極２１６を薄膜として形
成して光透過率を高くすることによって、透過領域での透過率の損失を最小化できる。
【０１１４】
　　かかる実施形態によれば、第１サブピクセル電極２１４ないし第４サブピクセル電極
２４４を反射型電極として形成して、基板１の逆方向に画像が具現される前面発光型の透
明ディスプレイを具現できる。
【０１１５】
　　図９は、図４による実施形態の一部をより具体的に示すさらに他の実施形態の平面図
であり、図１０は、図９のＩＩＩ－ＩＩＩの断面図である。
【０１１６】
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　　図９及び図１０に示した実施形態は、図７に示した実施形態と異なり、前記第２電極
２１６に第１透過窓２１７が開口状に形成され、前記第１透過窓２１７は、第１透過領域
２１２、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３２にわたって形成される。この場合、
透過領域で、第１ないし第３サブピクセル電極及び第２電極により外光の透過率が低下す
ることをさらに減らすことができる。
【０１１７】
　　図１１は、図９のＩＩＩ－ＩＩＩの他の実施形態を示す断面図である。
【０１１８】
　　図１１に示した実施形態は、図１０に示した実施形態と異なり、画素定義膜１１５に
も、第３透過領域２３２に対応して第２透過窓２１８が形成される。前記第２透過窓２１
８は、第２電極２１６に形成された第１透過窓２１７と連結されて形成される。したがっ
て、第２透過窓２１８は、第１透過領域２１２、第２透過領域２２２及び第３透過領域２
３２にわたって形成される。前記第１透過窓２１７及び第２透過窓２１８により、第１透
過領域２１２、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３２から、第２電極２１６及び画
素定義膜１１５が除去されるので、外光の透過率はさらに向上する。
【０１１９】
　　図１１では、画素定義膜１１５にのみ第２透過窓２１８が形成されたものと示したが
、本発明は、必ずしもそれに限定されるものではなく、前記第２透過窓２１８は、画素定
義膜１１５、平坦化膜１１４、層間絶縁膜１１３、ゲート絶縁膜１１２及びバッファ膜１
１１のうち少なくとも一つの絶縁膜に開口状に形成されてもよい。
【０１２０】
　　併せて、図示していないが、前記第２透過窓のみが形成され、第１透過窓は形成され
ていない構造も採択可能である。すなわち、前記第２透過窓が、画素定義膜１１５、平坦
化膜１１４、層間絶縁膜１１３、ゲート絶縁膜１１２及びバッファ膜１１１のうち少なく
とも一つの絶縁膜に開口状に形成され、第２電極２１６には何らの透過窓も形成されてい
ないまま、第２電極２１６が第２透過窓を覆うように形成されてもよい。第２電極２１６
が全体のピクセルを覆うように形成される共通電極であるので、第２電極２１６に開口状
の窓を形成しないことによって、電圧降下を減らすことができる。この場合、第２電極２
１６は、光透過率が高いように、例えば、薄膜金属や透明導電膜で形成されることが望ま
しい。
【０１２１】
　　図１２は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについての他の実施
形態を示す平面図である。
【０１２２】
　　図１２に示した実施形態は、図４に示した実施形態と異なり、第１透過領域２１２が
二つに分割され、分割された各第１透過領域２１２が第２透過領域２２２及び第３透過領
域２３２と互いに連結されたものである。分割された第１透過領域２１２それぞれの面積
は、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３２それぞれの面積よりも小さく形成して、
第１発光領域２１１の発光効率低下を最小化できる。
【０１２３】
　　前記実施形態によれば、透過領域がピクセルＰの内側に配置される。前記透過領域が
第１発光領域２１１ないし第３発光領域２３１により取り囲まれているので、画面の全体
にわたって透過領域が連結されたような効果を減らし、発光領域が断絶されたような認識
を減らすことができる。
【０１２４】
　　図１３は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１２５】
　　図１３に示した実施形態は、図４に示した実施形態と異なり、第１透過領域２１２な
いし第３透過領域２３２が、第１発光領域２１１ないし第３発光領域２３１の中央に近く
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位置する。この場合、第１発光領域２１１ないし第３発光領域２３１は、それぞれ第１透
過領域２１２ないし第３透過領域２３２により二つに分割された形態を有する。
【０１２６】
　　図１４は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１２７】
　　図１４に示した実施形態は、図４に示した実施形態と異なり、第１透過領域２１２な
いし第３透過領域２３２が、第１発光領域２１１ないし第３発光領域２３１の外側に位置
する。したがって、第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２は、隣接した第１ピク
セル及び第２ピクセルに近く位置する。
【０１２８】
　　図１５は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１２９】
　　前記第１サブピクセル２１ないし第４サブピクセル２４は、それぞれ第１透過領域２
１２ないし第４透過領域２４２を含む。前記第１透過領域２１２ないし第４透過領域２４
２は、中央で一つの形態で隣接して配置された構造を有し、それぞれ第１発光領域２１１
ないし第４発光領域２４１により取り囲まれる。すなわち、第１透過領域２１２、第２透
過領域２２２、第３透過領域２３２及び第４透過領域２４２は、第１ピクセルＰ１及び第
２ピクセルＰ２の中央で四角形の透過領域を形成する。この場合、第１透過領域２１２な
いし第４透過領域２４２が密集された形態を有するので、透過率をさらに向上させること
ができる。
【０１３０】
　　図１６は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１３１】
　　図１６に示した実施形態は、図１５に示した実施形態と異なり、第４透過領域２４２
の面積を、第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２の面積よりも小さく形成したも
のである。第４発光領域２４１の発光効率が、第１発光領域２１１ないし第３発光領域２
３１の発光効率よりも低い場合、透過率を向上させ、かつ第４サブピクセル２４での発光
効率低下を防止できる。
【０１３２】
　　図１６には、第４透過領域２４２の面積を、第１透過領域２１２ないし第３透過領域
２３２の面積よりも小さく形成したものを示したが、本発明は、必ずしもそれに限定され
るものではなく、第３透過領域２３２の面積も、第１透過領域２１２及び第２透過領域２
２２の面積よりも小さく形成してもよい。
【０１３３】
　　すなわち、各サブピクセルの発光効率によって、各透過領域の面積を調節できる。
【０１３４】
　　図１７は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１３５】
　　図１７に示した実施形態は、図１６に示した実施形態と異なり、第１サブピクセル２
１ないし第４サブピクセル２４がそれぞれ互いに分離されている二つの第１透過領域２１
２ないし第４透過領域２４２を含む。二つの第１透過領域２１２は、第１サブピクセル２
１内で、水平方向Ｈに沿って互いに対角線に配置される。二つの第２透過領域２２２は、
第２サブピクセル２２内で、垂直方向Ｖに沿って互いに対角線に配置される。二つの第３
透過領域２３２は、第３サブピクセル２３内で、垂直方向Ｖに沿って互いに対角線に配置
される。二つの第４透過領域２４２は、第４サブピクセル２４内で、水平方向Ｈに沿って
互いに対角線に配置される。一つの第１透過領域２１２、第２透過領域２２２、第３透過
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領域２３２及び第４透過領域２４２は、第１ピクセルＰ１及び第２ピクセルＰ２の中央で
互いに結合して、四角形の透過領域を形成し、他の第１透過領域２１２、第２透過領域２
２２、第３透過領域２３２及び第４透過領域２４２は、第１ピクセルＰ１及び第２ピクセ
ルＰ２の外側で隣接した他のピクセルの透過領域と結合して、四角形の透過領域を形成す
る。したがって、図１５に示した実施形態よりも外光の透過率をさらに向上させることが
できる。
【０１３６】
　　図示していないが、図１６に示した実施形態も、図１７に示した実施形態のように変
形実施可能であることはいうまでもない。
【０１３７】
　　図１８は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１３８】
　　図１８を参照すれば、第１透過領域２１２と第２透過領域２２２は、互いに対向して
位置し、一つの形態で隣接して配置され、第３透過領域２３２と第４透過領域２４２は、
互いに対向して位置し、一つの形態で隣接して配置される。したがって、第１ピクセルＰ
１が中央に単一の透過領域を有し、第２ピクセルＰ２が中央に単一の透過領域を有し、第
１ピクセルＰ１の透過領域と、第２ピクセルＰ２の透過領域は、互いに連結されないよう
に備えられる。透過領域が第１ピクセルＰ１及び第２ピクセルＰ２毎に備えられ、それぞ
れ第１及び第２発光領域と第３及び第４発光領域により取り囲まれ、画面の全体にわたっ
て透過領域が連結された感じを与えない。
【０１３９】
　　図１９は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１４０】
　　図１９に示した実施形態は、図１８に示した実施形態と異なり、第４透過領域２４２
の面積が、第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２の面積よりも小さくし、第２透
過領域２２２及び第３透過領域２３２の面積が、第１透過領域２１２の面積よりも大きく
したものである。図１９に示した実施形態は例示であり、図１８に示した実施形態におい
て、第１透過領域２１２ないし第４透過領域２４２の面積を、第１発光領域２１１ないし
第４発光領域２４１の発光効率によって調節できる。その時、第２発光領域２２１と第３
発光領域２３１とを同一色相で構成する場合、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３
２の面積は、第２発光領域２２１及び第３発光領域２３１の発光効率と関係なく最も大き
く決定できる。
【０１４１】
　　図２０は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１４２】
　　図２０に示した実施形態は、図１８に示した実施形態と異なり、第１透過領域２１２
及び第２透過領域２２２を、第３発光領域２３１及び第４発光領域２４１に隣接して配置
し、第３透過領域２３２及び第４透過領域２４２を、隣接した第１サブピクセル及び第２
サブピクセルの第１発光領域及び第２発光領域に隣接して配置したものである。前記第１
透過領域２１２ないし第４透過領域２４２の配置は、それと逆に配置されてもよい。
【０１４３】
　　図２１は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１４４】
　　第１透過領域２１２ないし第４透過領域２４２が、それぞれ第１発光領域２１１ない
し第４発光領域２４１の中央に位置し、それぞれ第１発光領域２１１ないし第４発光領域
２４１により取り囲まれる。その場合、透過領域は、各サブピクセル別にドットパターン
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で表され、全体的に均一な透過領域が形成される。
【０１４５】
　　図２２は、図２及び図３に示した有機発光部２の一部のピクセルについてのさらに他
の実施形態を示す平面図である。
【０１４６】
　　図２２に示した実施形態は、図２１に示した実施形態と異なり、第４透過領域２４２
の面積が、第１透過領域２１２ないし第３透過領域２３２の面積よりも小さくし、第２透
過領域２２２及び第３透過領域２３２の面積が、第１透過領域２１２の面積よりも大きく
したものである。図２２に示した実施形態は例示であり、図２１に示した実施形態におい
て、第１透過領域２１２ないし第４透過領域２４２の面積を、第１発光領域２１１ないし
第４発光領域２４１の発光効率によって調節できる。その時、第２発光領域２２１と第３
発光領域２３１とを同一色相で構成する場合、第２透過領域２２２及び第３透過領域２３
２の面積は、第２発光領域２２１及び第３発光領域２３１の発光効率と関係なく最も大き
く決定できる。
【０１４７】
　　前述の実施形態は、いずれも第１サブピクセル２１と第２サブピクセル２２とが第１
方向Ｄ１に並んで配列され、第３サブピクセル２３と第４サブピクセル２４とが第１方向
Ｄ１に並んで配列され、第１ピクセルＰ１と第２ピクセルＰ２とが第２方向Ｄ２に並んで
配列されたものである。しかし、本発明は、必ずしもそれに限定されるものではなく、図
２３に示すように、第１サブピクセル２１と第２サブピクセル２２とが水平方向Ｈに並ん
で配列され、第３サブピクセル２３と第４サブピクセル２４とが水平方向Ｈに並んで配列
され、第１ピクセルＰ１と第２ピクセルＰ２とが垂直方向Ｖに並んで配列されることも可
能である。図２３には、図４に示した実施形態の変形例を示したが、それは、図１２ない
し図２２に示した全ての実施形態にも同様に適用されることはいうまでもない。
【０１４８】
　　以上、本発明について、その望ましい実施形態を中心に述べた。当業者は、本発明の
本質的な特性から逸脱しない範囲で、変形された形態に本発明を具現可能であるというこ
とを理解できるであろう。したがって、開示された実施形態は、限定的な観点ではなく、
説明的な観点で考慮されなければならない。本発明の範囲は、前述した説明ではなく、特
許請求の範囲に表れており、それと均等な範囲内にあるあらゆる相違点は、本発明に含ま
れていると解釈されなければならない。
【産業上の利用可能性】
【０１４９】
　本発明は、例えば、表示装置関連の技術分野に適用可能である。
【符号の説明】
【０１５０】
１　　基板
２　　有機発光部
３　　密封部
２１　　第１サブピクセル
２２　　第２サブピクセル
２３　　第３サブピクセル
２４　　第４サブピクセル
３１　　密封基板
３２　　密封材
３３　　空間
３４　　薄膜封止層
１００　　有機発光表示装置
１０１　　画面
２１１　　第１発光領域
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２１２　　第１透過領域
２１４　　第１サブピクセル電極
２１６　　第２電極
２１７　　第１透過窓
２２１　　第２発光領域
２２２　　第２透過領域
２２４　　第２サブピクセル電極
２３１　　第３発光領域
２３２　　第３透過領域
２３３　　第３サブピクセル回路
２３４　　第３サブピクセル電極
２３５　　第３発光層
２４１　　第４発光領域
２４３　　第４サブピクセル回路
２４４　　第４サブピクセル電極
２４５　　第４発光層
Ｐ１　　第１ピクセル
Ｐ２　　第２ピクセル

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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